
 

特許庁、特許書類の提出期限の追加延長を実施 

- “特許庁長などが指定した書類”の提出期限を５月31日に再延長 - 

 

□ 特許庁は、「新型コロナウイルス」の影響により５月中に到来する特許書類の提出

期限*を５月31日に職権で一括して自動延長すると、28日、明らかにした。 

* 特許などの審査と関連する手続きにおいて補正書、意見書などの書類を提出しなければならな

い期限で、これを経過する場合、出願が無効となるか、または拒絶査定となり得る。 

• 去る３月、「新型コロナウイルス」の事態に伴い、書類提出期限の満了日が３月

31日～４月29日の間である案件を職権で４月30日に延長したことに続き、さら

に１カ月間延長する追加の措置であると特許庁は伝えた。 

 

□ 今回の措置は、「新型コロナウイルス」によるソーシャルディスタンスが緩和され

たものの、補正書・意見書の準備に通常、一カ月程度の時間が必要とされるという

点と、米国・ヨーロッパなどにおいて「新型コロナウイルス」の影響が継続している

という点を勘案すると、まだ韓国内・外の出願人と代理人とのコミュニケーション

を通じた書類の準備に困難が予想されることから書類提出期限を延長することにし

た。 

• これに伴い、出願人は別途の期間延長を申請するか、または手数料を納付する

必要がなくなり、書類を適期に提出できないことにより出願が無効となるか、

あるいは拒絶査定となることを防止することができる。 

 

□ 一方、特許法などにおいて法定期間として規定されているか、または利害関係人

あるいは第３者の利益を害するおそれがある場合は、職権延長から除外されたため

、職権延長の対象に当たる細部の書類項目を特許庁ホームページ(www.kipo.go.kr)を

通じて確認する必要がある。 

• ただし、早い審査を希望する出願人は、今回の職権延長と関係なく、指定期間

短縮申請(無料)を通じて５月31日の前であっても審査の手続きを進行すること

ができる。 

 

□ パク・ウォンジュ特許庁長は、“「新型コロナウイルス」の影響に伴い、韓国内・外

の出願人における不可避な事情を勘案し、今回の措置を施行することにした”とし、



 

“「新型コロナウイルス」が知識財産の創出・保護活動の障害とならないよう、国際

的な共助を通じて積極的な知識財産行政を実行していく予定である“と明らかにし

た。 


